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平成２５年度 部局自己評価報告書 

 

Ⅲ 部局別評価指標  

１ 部局第二期中期目標・中期計画における特色ある取組の進捗状況と成果 

※評価年次報告「卓越した教育研究大学へ向けて」で報告する内容 

 (1) 教育に関する目標 
 

(2)教育の実施体制等に関する目標 

 ＜中期目標＞ 

 1．教育プログラムと密接に連携した図書館サービス（学習図書館機能）を提供する。 

 2．図書館による学生の支援，学生の自学自習のための快適な学習環境を提供する。 

 

附属図書館本館を改修し，学生自らがアクティブに学習やディスカッションするための機能を

備えたラーニング・コモンズを開設した。PC75 台を揃えた PC ワークエリア，少人数ディスカッ

ション向けのグループボックスエリア，座席を自由に組み換えてグループ学習や自主ゼミ等に利

用可能なフレキシブルワークエリアの他，レファレンスデスク（職員による文献検索等相談）及

び大学院生スタッフによるライティング相談デスクや留学生コンシェルジュによる学習相談デ

スクを新設し，学習支援機能を高めている。 

ラーニング・コモンズには英語多読リーダーズコーナーも設置し、全学教育科目での英語多読

授業の教材面での支援を行っている。リーダーズの提供にあたっては、英語教員との協働により

教材のレベル分けをするなど、他の大学にはない独自の工夫を行っており、教材数としても全国

の大学でトップクラスの取り揃えとなっている。 

 

 

 

(2) 研究に関する目標 
 

(1)研究水準及び研究の成果等に関する目標 

  1.研究成果（紀要・学位論文等）を学内外に発信する役割を果たす。 

 

本学の研究・教育成果の東北大学機関リポジトリ（TOUR）への登録を進め、年間登録目標（1,000

件）を大きく上回る 1,650 件を登録し、25 年 3 月末現在の総登録件数は 45,385 件となった。これ

は、全国第 5 位の登録件数であるとともに、ダウンロード数は第 2 位を誇るものである。（朝日新

聞出版「大学ランキング 2014」による） 

 

(2)研究実施体制等に関する目標 

1.多様な研究活動を支援するため，専門性・共用性の高い学術情報を整備し，迅速に提供する。

 

 

 

 

 

 



附属図書館 

 2 / 3 
 

(3) 社会との連携や社会貢献，国際化に関する目標 
 

(1)社会との連携や社会貢献に関する目標 

1.国内の大学図書館，公共図書館等関係機関と連携・相互協力を図るとともに，地域社会へ図書

館サービスを提供することにより，生涯教育に貢献する。 

 

国立大学図書館協会の理事館として、東北地区の連携・協力の中心的役割を担うとともに、人材

委員会の委員長館を務め、大学図書館の人材育成に貢献している。 

また、震災記録のアーカイブに関しては、国立国会図書館や被災地域の図書館との連携・協力に

主導的役割（各委員会の主査、事務局等）を果たしている。 

 

(2)国際化に関する目標 

1.海外資料及び情報の提供をとおして，本学の国際交流を支援する。 

2.外国語による図書館の情報を提供する。 

 

ロシア科学アカデミーシベリア支部国立公共科学技術図書館を訪問することで、国際的な図書館

協力について合意し、出版物交換などの活動を開始した。 

また、中国・清華大学図書館の副館長、浙江大学の副館長の訪問を受け、それぞれと今後の図書

館協力について協議を行った。 

 

 

(4) 業務運営等に関する目標（業務運営の改善及び効率化，財務内容の改善，自己点検・評価

及び当該状況に係る情報の提供，施設設備整備・活用，環境保全・安全管理，法令遵守，そ

の他） 
 

業務運営の改善等に関する目標 

1.教育研究活動への支援を効果的に実施するため，組織の一元化を図る。 

2.業務の集中化及びシステム化により，事務処理の効率化・合理化を推進し，業務の一元化を図る。

 

財務内容の改善に関する目標 

1.外部資金の確保及び図書館所蔵の貴重資料等を活用した収益事業を推進する。 

2.効率的な図書館運営に努める。 

3.学術資料の整備経費及び運営費等の抑制に努める。 

4.図書館資産の効率的運用を推進する。 

 

自己点検・評価に関する目標 

1.図書館サービスに関する利用者アンケート及び自己点検評価，外部評価を実施する。 

2.図書館活動の情報を広く広報・公開する。 

 

国際標準的な図書館サービス評価指標に基づく、自己点検・評価を行い、外部評価に向けた基礎

データを作成した。 

 

施設設備整備・活用に関する目標 
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1.教育研究活動を支援するため，図書館施設の整備・活用等に努める。 

 

本館書庫の狭隘化を解消するために，文科省補正予算および総長裁量経費にて集密書架の導入の

ための経費を獲得した（実行は平成 25 年度）。 

本館の老朽化を改善するために，文科省補正予算にて 1号館改修のための経費を獲得した（執行

は平成 25 年度）。 

 

環境保全・安全管理に関する目標 

1.図書館における安全管理を徹底する。 

 

 

 

(5) その他，部局第二期中期目標・中期計画に記載はないが，部局として重点的に取り組ん

だ事項 
 

 

青葉山新キャンパスへの図書館新営に向けて、概算要求のための図書館整備計画等の準備作業を

行った。 

 

  

 


